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①介護看護従事者の腰痛に関わる実態およびリス
クの同定-東京大・島津、労働安全衛生総合研究
所・高橋、岩切
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 体操、福祉用具の導入、心理社会的アプ
ローチによる腰痛対策（5施設,300名）

 腰椎伸展体操の定着を主軸とした大規模介
入比較試験（看護師、2,000名）

③介護看護従事者への予防介入とマネジメ
ントシステムの構築

 腰痛対策用体幹装具の実地検証（介護看護
従事者：100名）-川村義肢・ 安井

 職務中前屈の定量評価用器具の開発
 椎間板負荷の画像学的検討-東海大・金沢
 バイオマーカー：酸化バランス・自律神経

系-川又）

②予防に有用な福祉機器・ツールおよび新た
なリスク同定法の開発
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 腰痛対策のための両立支援のマニュアル・アプ
リケーション作成

 腰痛事例のデータベース構築（看護・介護士
1,000名)

 データベース分析

④個人と職場の双方に有益な腰痛治療と職業生活
との両立支援手法の開発

研究目的： 社会的損失や健康面に影響の大きい腰痛への対策を包括的に推進すること



研究成果、結論

①介護施設における腰痛の実態/リスクの同定

 全国の介護施設（50施設）に所属する介護職合計4,105 名を調査、3,155 名より回答（回答率77%）
 労働負荷を主観評価に基づいた場合，作業支障腰痛の訴えは夜勤が長くなるにつれて増加。
 不眠と精神的不調の訴えは夜勤の長さにかかわらず，主観的労働負荷が高いと増加
 労働負荷を介護職1名あたりの利用者数に基づいて推定した場合，夜勤が長い（16 時間以上の）時にのみ，有

意な関連

②看護師を含む労働者を対象としたコホート研究(Japan epidemiological research of Occupation-related Back 
pain：JOB) study の1 年間追跡データ解析

 ベースライン時に回答した参加者5,310 名中，3,811 名が1 年フォローアップに回答（追跡率：71.8％）。
 171 名（41.5 歳，男性71.4%）がベースラインでの直近1 カ月に“low back disability（LBD）”をもっており，そのうち

79名（46.2%）が，看護・介護あるいは20kg 以上の重量物を取り扱う作業に従事。
 LBD 遷延化の危険因子（ロジスティック回帰分析）： 働きがい（オッズ比3.62，95％信頼区間1.17‐11.2），不安感

（オッズ比2.89，95％信頼区間0.97‐8.57），仕事や生活の満足度（オッズ比4.14，95％信頼区間1.18-14.58）

夜勤の短縮/介護労働に伴う精神的・肉体的負荷の軽減が重要
福祉機器の活用/施設内で安全衛生のレベルを向上させるマネジメントシステムの確立が課題

労働安全衛生マネジメントシステムを踏まえかつ実行可能性の高い介護看護従事者に対する提
言を、現場職員が理解しやすいシンプルな形式で作成する

今後の展望


